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は じ め に

近年，文化造産を見直す気運が高まり ， 各地に於て文化財の保設，保存が行政，民間を

問わず強く叫ばれて いるにもかかわ らず，大気汚染や国土の開発とともに貴誼な文化遺産

が破壊 ， 消滅してゆくことは誠に憂応されるところです。

本町にも即蔵文化財包蔵地が海岸線に沿 って、点在していることは ， 古くから本町を訪れ

た多くの学者や研究家によって明らかにされています。 しかし ， 住民の生活向上， 産業

の近代化を図るため計画的に道路 ， 港湾の改良，整備が進められて既に一部の包蔵地が破

壊 ， 消滅の危機にひんしていると 言え ましよう 。

このような現状にありなが ら当町には ， これら埋蔵文化財に閾する資料が皆無に 等し

く，調府の実施，及び台帳の撒備が急がれておりました。 この度 ， 幸いにも文化庁 ，北悔

道教育委員会の指母を得て全Iii] に於る埋蔵文化財包蔵地分布調査を実施し ， その全容が明

らかになったことは誠に喜ばしく今後の文化財行政に仇巫な資料が残されたものと確信し

ます。

この報告相を作成するに当り ， 現地調査及び資料整理を担当下さいました岡田杓子先生

とスタッ フの方々 ， 関係機渕の力.々に）騒く御礼申し上げますと共に，利尻町民の文化財保

設思想高楊に役立てば幸いと思います。

II召禾廿 5 2 {-1 :. 2 月

利 尻 町教 育委員会

教 育長 小 島光男
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序

埋蔵文化財が如何に私逹の生活や地域 ， 民族にとって貴重なものであるか改めて述べる

必要はないであろう 。 今 日 の社会のあらゆる営みは永い歴史の上に構築されたものであ

り ， また将来の豊かな社会を展望する時 ， 私逹は必ず過去を振り返り，その基本的作業と

して先人の残した文化追産から 出来る限る多くのものを学んできた。 従ってその為の第 1

段階として ， 国 ， 都道府県 ， 市町村を問わず ， 先人の足跡の所在を 明 らかにし ， 破壊 ， 消

滅の危機から守ってゆくことが必要であり ， 今や ， 国家的規模で行なわれている 。

近年 ， 国土の利用が急速に高まり ， 全国各地に於て分布の確認されて いない埋蔵文化財

が工事等の為に破壊 ， 消滅したり ， その危機に瀕しているが ， 当町に於ても産業の振輿，

生活向上をめざし ， 道路や港湾の整備 ， 而産物の干場造成等が年々大規模に実施されてい

る 。 従 っ て ， 本調査は利尻島 ，利尻町に住んだ先人の足跡を 明 らかにする手がかりを得た

こと，また ， 将来予測 されるあらゆる破壊行為から未然に守り ， 保設 ， 保存してゆくため

の資料が整理されたという意味で大きな成果をあげた。

言 うまでもなくこの種の調森は専門家の手にゆだねる他ない。 而岸線に沿って汎そ 7 5 

直 の全町 ，そのうち対象範囲として考慰される部分が 3 分 1 だとしても ， 過去に町民によ

って捨われた追物や当町を訪れた学者 ， 研究家逹によ っ て書かれた報告書 ，町民か ら集め

た梢報等を手がかりとしただけでは ， この分布調査の目 的は逹成出来ない ， 全く梢報のな

い未確認の包蔵地を発見したり ， 住民が畑地として利用しているところには辿物も面出し

て包蔵地であることは判明しても，その範囲や時代背屈については知るすべもない。

当教育委員会では ， 本調査に当り北而道教育委員会文化課の指端を得て次の方々に来町

を依頼したものである 。 調森担当費任者 岡田淳子氏，調査員 宮塚義人氏，椙田光明

氏 ， 西谷栄治氏，塩野崎直子氏，荒牧美枝子氏 ， であり，この 6 名の調査団は限られた短

い日程を昼夜兼行で梢力的に町内の 1偶々にわたり踏査され，利尻町の埋蔵文化財包蔵地分

布を明らかにして載いたもので改めて感謝申し上げる次第である 。

利尻町先史文化の概要

今回の調査 目的は ，町内全域を対象として埋蔵文化財包蔵地がどこにあるのか ， またそ

の範囲はどの程度か ， 採集された追物から年代を推定し， 利尻町に在る埋蔵文化財包蔵地

の分布状況をは握 ， その結果から基本台帳をつくるもので ， 発掘とは基本的に異る 。 従っ

てここに利尻町の先史文化 ， 遣跡を全て 明 らかにすることはできないが ， これからのため
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に調府によって明らかになったことがらを町民の文化財保護思想向上に役立てばと願い利

尻島及び利尻町の先史文化の概要をたどってみる 。

現在の利尻島ができたのは c l4 （放射性炭素はその放射性が半分になるまで 5 6 0 0 年

かかる — 半滅期）によって絶対年代を測定てきるようになり， 2 0 8 0 0 年士 1 0 0 0 年

前が定諌となっている 。 利尻島は而底火山が爆発してできたのではなく ， あらかじめ陸地

があり火山 の噴出物が堆粗 してできたもので 2 0 8 0 0 年七 1 0 0 0 年前頃小規模な火山

活動がはじまり，この時の流出物が扇状形に沓形と鬼脇から沼前にかけて堆積している 。

利 ））し町 はこの，島 の西側に位附し ， 全島面積の約 5 分の 2 の 7 5 k乱 を占め殆んどが利尻山 の

はき 出 した裕岩 ，火山灰の堆桔 した）悦 の上に形成されている 。

利尻島に存在する先仕民族の辿跡並びに追物については古くから知られており ，辿跡名

を叫載した文献では 1 8 8 9 年（明治 2 2 年 ） 石川貞治氏によって人類学雑誌 「北而道に

於てアイヌ人種研究の芯務と石僻時代什民の分布」 に 「 ヲ、ンドマリ 」 の追跡があげられて

いる。また 1 8 9 9 年 （ 明治 3 2 年）に佐藤伝蔵氏が人類学雑誌 「北面道利尻発見の石器

及び其の砕）門 の石質 」 に利尻島 出土の石器について記している。この 2 冊の文献が利尻島

の追跡及び追物についての最初の文献である。その後も多くの学者 ，研究家によ って序ノそ

にベールがはがされ ，利尻品 ，利尻町の先史文化が明らかにされてきた。

今 1111 の調性で（確認した坪蔵文化臥包蔵地は ， 図 l の 5 カ所であるが ， これらの辿跡が利

尻島の誕4 と，また日本 ， 北而迅の歴史と如何なる 1父lわりを持ち ， 如何なる位附にあ った

のであろうか ， その流れを探ってみる 。

北涌迅に人間の足跡がしるされたのは ， 洪柏且最後の氷河期（ヴィルム 氷河期）で，お

よそ 2 ~ 3 万年 1]りとされている。 東南アジアに於る人類の足跡は供租世中期に さかのぽり

約 40 ~ 50 万年前の・ンナ｀ノトロプス（北京郊外 ），月 n 店）だと言われるから ，北而道に於

る人類 出視 の歴史は新しい。 そのころの気温は視在より平均 6 ~ 9 度も低く，閥い山々

は全て万年，_r＾；と氷河におおわれ ， 面は涌水が滅り，而 l(ii は現在より ］ 0 0 m 以上も低か っ

た。間宮而峡は最深部 1 0 m, 最深部 6 0 m の宗谷悔峡でさえ陸地 となり，、ンベリア大陸

カラフト 北面迅は陸続きであって ， 4薗物の殆んどが閥山植物でッソドラの荒野に広がって

いた。 陸続きにマ ソモスやトナ カイなどの北力系の動物が南下し，これを追 って狩猟民族

も陸づたいに歩いて渡ってきた。 戦前は宗谷悔峡の漁網にたびたびマ｀ノモスの骨がひっか

かったり ，北汁恥追各地から 出土するブレード（代表的 な 旧石器のひとつ）はヽンペリアなど

北方系から 出七するものとよく似ていて，北而道の最初の人間はこの点からも 北方系と深
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いつながりがあると言われるが ，人骨が発見されていないので完全に言い切ることはでき

ない 。 まだはっきりしないが ， 今回の調査で東利尻町に ! Fl 石器が発見され ， これが確認さ

れると約 1 万～ 1 万 2 千年前には人間がいたことになり ， 全道的にも貴重なものとなる 。

利尻町で確認された 5 カ所の辿跡はいずれもそれより新 らしく ，日 の 出追跡 (H- 0 9 

- 4 ) 種富原野追跡 (H- 0 9 - 5 ) が縄文時代中期 ・ 後期のもので約 4 千～ 4 千 5 百年

利 尻 町 の即蔵文化財包蔵地
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前のであることが採集した追物からほぽ明らかとなった。

北悔道で土器が使用 されはじめたのは今から 8 千～ 9 千年前とされているが，まだり］ 1i,{I;

にわかっ ていない。 しかし土器はその後数千年にわたり ， ある 時は独自の文化を，またあ

る時は他の文化の彩親を受けて ， 人 々の生活を写しながら進歩 してきた。 それ 1:II ，数千年

を経た今 日， 辿跡か ら採リぃさ れる土器は ， その時代や文化の広がり ， 生活様式など多くの

ことをもの語り ， 歴史の究明に欠くべから ざるものとなっている 。

その後 ， 縄文文化の流れを大きく変えたのが日本の南方から伝わった鉄岱の使用と米づ
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くりの文化である 。 農業の技術が伝わると狩猟中心の生活は大きく変化し，新しい生産の

技術を伴つた文化は急速に北上し ， 日本列島を包み込んでしま った。

しかし，この頃の北而道は現在と同じ寒冷な気候となっていたため，厳しい 自 然が稲作

を受け入れるはずもなく ， それまで本州 と知似 した北汁恥適の文化は別な道を歩むこととな

っ た 。 つまり本州 の文化は米づくりを中心 とした 「弥生文化」 であり ，北而道では縄文文

化に続く 「統縄文文化」 といわれる文化である 。 やがて 4 世紀から古墳時代にはいり，

西日本では豪族が牛れ，大和朝廷の中央集権化が見られるのであるが ，北涸道では弥生文

化から金属たけを受け入れた続縄文文化が擦文文化へと変質する 。 夫々の文化の詳しい説

明については省略するが， 北而迅にれみついた先史時代の人々は大別 して， 旧石器 ，中石

沿， 乱じ文 ， 紐拙文 ， 擦文 ， そしてオホーツク文化の 6 グルー プ と考えられている。擦文文

化が迅内内陸部に定消しはじめた 7 ~ 1 1 世紀にかけ，沿而州， カラ フ トか ら利尻島をは

じめ ，北而道のオホ ーツク 涌沿岸地方に，沿岸礁業，而獣猟などに特別に適応した人間集

団が南 F して きた。 このグル ー フはカラフ ト ブ タと大贔のイヌを飼育し ，各種骨角器等に

も特異な発込の認められる沿岸曲業民でオホー ツ ク文化 と呼ばれている 。 発掘された人骨

の形質も ， それまでの土着民とは異り ， 北方的な色彩が猿<,すぐれた礁具と涌を I] 由 に

渡れる巣をも っ た新移什楳団である 。

礼文島船泊， 宗谷の大il l爪， 網走のモヨロ，根室弁天島 ／＄に多くの遺跡が見つかって い

る 。 利尻町に於る政泊辿跡 (H- 0 9- 1) 亦稚貝塚 (H- 0 9-2) 種屯内 貝塚 (

H-0 9 - 3 ) は ， この文化をも つ人々の残した追跡である 。

しかし ， 1 1 世紀から 1 2 世紀に突然影を納め ， 姿を消してしまった。オ ホーツク沿岸

を 4 ~ 5 百年にわたり ，海に生きる独特の高い文化を もったオホーツク文化 も ， 未だその

渡来， 、消滅の年代とその梢長は解明 さ れないことが多く ， 土着の民族に吸収同 化 したと

か，何かの原因でオホー ツク 沿芹から追放されたとい う 諸説があ っ て依然として謎につつ

まれたままにな っ ている 。

参考文献

. 10:：日新 llrl 社 ： I}廿拓 ，北汁豆道の鼎史， 1 9 7 3 

•北力文化研究施設 ： 北方文化研究，第 3 号， 1 9 6 8 

• 山 川 出版 ： 杓古学ゼミナール ， 1 9 7 6 

• 西谷栄治 ： Fi e ld , NO, 8, 1976 
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埋蔵文化財包蔵地の紹介

1' 政 泊 遺 跡 （マサドマリ） (H-09-1) 

利尻町仙法志字政泊に在り （図A- 1 ) 昭和 2 4 年新岡武彦氏により発見されたこの追

跡は ，利尻町に分布する他の包蔵地から比較的隔絶した所に在 っ て，現在ではイI.1」法志地区

唯一のものと見 られる 。

地形的には ， 神居か ら神磯の間は茄岸まで段丘が迫り ， 生活の条件としては不都合であ

った と思われ ， この段丘の切れたところに脳川 が作 っ ている扇状地があり ， 政泊はその末

端部に位罰してい る 。 現在 ， 政泊港が この位 i位に在り ， 天然の良港てあったことが想像さ

れるとともに切水の盛貨なところである 。

視在は図A- 2 のように迅路改良 ， 漁菜協同組合 ， 重油タソク ， 冷蔵倉）車等が次々と建

設され ， 辿跡は破壊状態にあるが ， 道路の両側に辿物を包含した貝罰が残っている 。

この地｝ばか ら採集された追物の石樅~・（石鏃 ， 砥石 ， 石核 ，剥片） ， 土器（小形土稲 ， 甕

形士器仕破片多数）からオホーツク文化のものと思われる 。
図A- 1
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2, 亦稚貝塚 （マタワッカ） ( H - 0 9- 2) 

利尻町沓形本町及び緑町にまたがり ，小 さな湾に面した砂州の上に在る。 利尻町では比

較的大きなものである 。 （図 B- 1 ) 。

明治 3 4 年 (1 9 0 1 年）坪井正五郎博士によ って発表された海獣の牙製偶像は利尻島

のオホーツク文化を語る最初の追物であり ， それ以来あまりにもこの遺跡の名を高めた。

偶｛象は現在粉失し詳しい ことは不明であるが記録によると 『類品は本州及び北而道の 内

陸には発見されない ， 強いて類品を求めれば ， エスキモーの所持品に類似する 』 とされて

いてオホーツク文化の謎を解く重要な役割を果している 。

視在図 B- 2 のように追跡の 中心部は ， 宗谷バス沓形ターミナルとな っており ， ターミ

ナル姓設の際，人の頭骨も発見 さ れたと 言われるが詳細は不明である 。 「北方文化研究第

3 号 」 に 『亦椎辿跡は既に壊滅した ・・ 』 とあるが ， タ ー ミナル娃設の際 ， 大部分の用地

が土盛りされていることから ， 辿跡は土の下に埋められた まま 保存 されて い る可能性も あ

る 。 貝塚はア ワビが主で，採集 さ れた追物は石堺（削器 ， 石核，剥片）土盛（甕形土恭

蔽）卜 ） ，多数でオホーツク文化の追跡である 。
I図 B- 1 |

図 B - 2
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3 , 種 屯 内 貝 塚 （タネ ト ソナイ） CH-o 9-3) 

辿跡は利尻町沓形種富町に在る（図 C - 1 ) 。 種富町は海岸線が入 り組み ， 天然の良港

であるとと も に漁貝類の盟富な地域である 。

溶岩台地の上に砂州が形成され立地条件 として恵まれていると思われる 。 昭和 2 5 年（

1 9 5 0 年）早稲田大学考古学研究会によって発堀調査された。 この遣跡は小貝塚を含む

追物包含地で ， 而岸より約 1 0 m , 標高 4 ~ 5m のところに約 1 0 0 0 m刊こわたり在る

包含陪は ， 貝層はアワビ ， 魚骨を主とし三層に分れている 。

視在は ， 図 C - 2 のように付近に民家が迫っているため ， 庭や畑地 として利用されてい

る部分も多いが，大部分は雌地 とな っ ているので比較的保存されており ， 本格的発堀によ

っ ては住居址も発見で き ると思われる 。

採集 さ れた追物は ， 石器 （石鏃 ， 鈷先 ， 削器，掻器） ，土器（鉢 ， 甕形土器破片） 骨器

（錐）等で ， 時代はオ ホー ツク 文化のものが主体を占めるが，罷文後期の追物も散見 さ れ

る 。 . 
~
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4 , 日の出遺跡 （ヒノデ） ( H - 0 9-4) 

利尻町沓形字富野に在るこの追跡は， 他の 4 つの追跡が比較的海岸に面し ， 標高 3 ~ 4

m の低い平地に位附しているのに比べ，約 1 5 0 m 位陸に人 っ た標高 15 ~ 20m位の邸

台に位骰している 。 地形はタ ネ ト ソ ナイ沢が融雪時に作 っ た扇状地であり沢をはさんで両

岸にある（図 D- l ) 昭和 4 5 年に菅政敏氏によ っ て調査確認が行なわれた。

現在図D- 2 のよ う に追跡所在地の南側は畑として使用され，貝の散乱状態か ら見て こ

の部分の追跡は破壊 さ れている 。 ま た中学校舎建築の際にも 1 部破壊されている 。

東方は戦後植林の為 ， 土の運人が行なわれ ， 西方は中学校グ ラソ ド造成の為 ， かなりの

他の土盛りが行なわれ，この辿跡の範囲及び保存状態について明確でない。

採集 さ れた辿物は，石器 （つまみ付 ナ イフ）土器（細かい縄文のある破片） ，只 （ア ワ

ビ ， ッジ ミ ， 小巻貝） な どで，時代は縄文後期と思われる 。

1図D- 1 |. 

• 

2
 

冑
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5, 種富原 野 遺 跡 （タネ ト ミゲソヤ） (H-0 9- 5) 

利尻町沓形字種富町に在り昭和 4 5 年 (1 9 7 0 年）菅正敏氏 に よ っ て発見さ れた（図

E- 1 ) 。 種屯内 貝塚 (H - 0 9 - 3 ) に隣接し ， 海に 向 って押 し 出 された熔岩が作 った

低台地上に位饂している 。 利尻町では海岸に而してこれ程広範囲に平担な個所はない。

標高約 5 ~ 8m 位で 5 0 0 0 面 の範囲にあり ， 熔岩が小山のように厳り上って いくつか

残 っ て い るが ，

ある 。

その 1間の火 山灰陪に包含層があり ， あまり厚くはない。近くに小 さな沼が

現在図 E- 2 のように ， 1 部が畑として利用 さ れている 他は殆んどが谷地気の原野であ

り ， 利尻町内では比較的荒されていない埋蔵文化財包蔵地 と 思われる 。

採集された追物は石器（石鏃 ， 石鈷 ， ナイ フ ， つまみ付ナイ フ ，削器 ， 掻器 ， 石錐 ， 石

核）土器（破片多数）等で ， 時代は縄文中期か ら後期にかけてのものと見 られる 。
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採集された遺物
9 サトマリ

①政泊遺跡 ( H -09-1 )採集遺物

マタ ワッ カ

＠亦稚遺跡 （ 日 ー 09-2 )採集遺物
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タネト ンナ イ

◎種屯内貝塚(H-09-3 )採集遺物

t
 9g.1if” 

I:,,9,,[9 

令
，

タネ トミゲンヤ

＠種富原野遺跡 ( H-09-5 ) 採集遺物 ' 
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遺物の説明

写真① 政泊遺跡採集遺物

左 4 個はオホーツク式土器の破片。左上のものは深鉢形土器の口縁の部分で，突刺 し

てつけられた孔がある。表面には縄文があるので，オホーツク式土器の前身，ススヤ式

土器と思われる 。 下 2 つは小形の笠形土器の上半部。 右の 3 個は石器であるが，メノウ

で作 られた石鏃は白いため ， 写真によく表われていない。 右上は黒耀石製の石鏃，下は

砂岩の砥石で，金属器（鉄）を砥いたものと思われる 。

写真② 亦稚遺跡採集遺物

左の 5 個はオホーツク式土器片。 この遣跡で採集したものには平行沈線のあるものが

多い。 いずれも甕形土器の部分で，上の 3 片が口縁部分，他は胴部である 。 石器 3 点の

うち ，左上は石器の作りかけの剥片，下は，この剥片をはがした残りの石で，石核と呼

ばれるものである 。

右上の 1 点は ，日 の 出遣跡 (H - 0 9 - 4 ) のもので ， 現在は中学校のグラソドの盛

七の下に埋ってしまったところから発見されたものという（星野家提供） 。 つまみ付 き

のナイフ又は削器で，つまみの部分に紐をかけて吊したものと考えられている 。

写真③ 種屯内貝塚採集遺物

左の 4 土器片は，政泊遺跡のもの（①)とたいへんよく似ている 。 オホーツク式土器

のなかでは古く ， 樺太からも同じようなものが発見されている 。 4 片とも甕又は鉢形土

器の口縁部分である 。 右上の 2 個は打製の尖頭石器で ， 矢の先か ， 銘の先につけられた

もの，左下は平らたい円礫を利用した小さな石斧である 。 その左の細く尖ったものは ，

今回発見された唯一の骨器で ， 鳥の骨を削って作っている 。 折れているが孔をあけた

り，ホークのように刺して使ったものと思われる 。

頁写④ 種富原野遺跡採集遺物

左の 4 個は土器片であるが ， 縄文時代後期のもので ， 礼文島船泊か らも同じものが発

見されている 。 下の 2 片でよくわかるが ， 一度全面に縄を転がして縄文をつけてから，

沈線で区画し，線の外信の細文を消している 。 磨消縄文といわれ，縄文後期の模様の特

徴である 。 左側の 4 個の石器は上段が左から黒耀石製の鏃，槍先 ， 頁岩製のつまみ付ナ

イフ ， 下段が掻器（スクレイバー）で刃は下側についている 。 この遺跡からはこの他に

メノー製の小 さな錐が多類発見されている。



利尻町埋蔵文化財包蔵地一覧

遺跡番 号名 称 所 在 地 I 立 地 現 状 I 備 考
」

利尻町仙法志字政泊 標高 5 ~ 8m 扇状地の末 道路用地 オホ ー ツク文化

H-0 9-l 政泊遺跡 23の I • 23の 2 ｷ 47 • 48 端範囲約 400m' 昭和24年新岡武彦氏により発見さ

番地 (20m x2Qm) れた

利尻町沓形字緑町27 番地 | I 楳高 S ~IOm 砂洲士 宗谷ベスク ーミナ ォホーツク文化

H-09-2 亦稚貝塚 ク 本町 79 ｷ 83 範囲約 10 .QOOm' Iレ
明治32年に坪井正五郎氏が牙製偶
像報告 昭和発25年早稲田大学考古

番地 (120m x8Qm) 学研究会が堀調査

利尻町沓形字種富町7 1 • I I 標高 4 ~Sm 砂洲上 畑及び草地 オホ ーツク文化

H-09-3 種屯内貝塚 74番地 範囲約 !.OOOm' 昭和25年早稲田大学考古学研究会

(50m x2Qm) が発堀調査

利尻町沓形字富野 I • 2 • 標高20m 扇状地の両岸 | I 学校グラン ド ・ I 縄文（後期）文化
H-0 9-4 日の出 遺跡 3 • 7 番地 範囲約700m' 校舎 ・ 畑 昭和45年菅正敏氏により紹介

（現存2Qmx! Qm)

利尻町沓形字種富町 111 標高 5 ~7m 熔岩低台地 一部畑 • 原野 縄文（中期 ・ 後期）文化

H-0 9-5 種富原野遺跡 番地 範囲 5OOOm' 昭和45年菅正敏により発見された

(loom x 50m) 

※所在地の住所は代表的なものである。

遺物採集地一覧

整理番号 採 集 地 声‘‘‘ I 備 考 I 整 理番号 採 集 地 ’占‘‘‘ 備 考

栄浜 一 l 栄浜燈台下 頁岩製剥片 | 沓形 ー 2 泉町道々東方 、 電話交換所付近 石鏃

新湊 ー l 新湊港北 、 扇状地の末端 石核 神居 一 l アキシオル沢南 、 海岸より約50
土器片m 

新湊ー 2 新湊港東方 ． 新湊郵便局前 黒耀石 、 頁岩の剥片 神居ー 2 アキシオル沢南 、 神居ー 1 北方
石器 ・ 土器片100m 

沓形一 l 沓形岬燈台付近 つまみつきナイフ
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